














近畿圏において、家や学校に居場所がないために自傷のリス
クや望まぬ労働環境に取り込まれるリスクがある若者が、安
心できる生活拠点とコミュニティ、専門機関につながり、就
労や学習について考える機会を得られる。

【定量】発見につながった人数
【定性】ターゲットの、「支援者への信頼
感」、「ネットワークの多様性」、「自己
認識」、「将来のリスク」などの変化

【定量】事業開始前の場合は0 、類似の事
業を実施している場合はその数値
【定性】支援や相談できる人に繋がってお
らず、本人が自身ではどうすることもでき
ず、介入がなければ自傷のリスクや望まぬ
労働環境に取り込まれるリスクが高い

【定量】 50人と信頼関係を構築する
【定性】支援を受けることで、信頼できる
相談者を得られる。
自身の居場所を得ることで家族との関係や
将来について考えることができる。学習や
就労につながる。

2023年3月

近畿圏において、コロナ感染症の影響により失業した住居不
安定労働者がホームレス状態や精神疾患になるリスクを抱え
る中で、安心できるシェルターや医療につながり、生活を安
定させ次の就労につながる。

【定量】発見につながった人数
【定性】ターゲットの、「支援者への信頼
感」、「ネットワークの多様性」、「自己
認識」、「将来のリスク」などの変化

【定量】事業開始前の場合は0 、類似の事
業を実施している場合はその数値
【定性】支援や相談できる人に繋がってお
らず、本人が自身ではどうすることもでき
ず、介入がなければホームレスや精神疾患
を患うのリスクが高い

【定量】 50人(世帯)と信頼関係を構築する 
【定性】 支援を受けることで、信頼できる
相談者を得られる。 安心して生活できる居
住空間や必要な医療サポートを得て学習や
就労につながる。

2023年3月

近畿圏において、日本語を十分に習熟していない外国人労働
者・留学生またそのコミュニティが生活困窮状態や孤立状態
になるリスクを抱える中で、言語の支援やコミュニティに接
続することで生活不安から抜け出せる。

【定量】発見につながった人数
【定性】ターゲットの、「支援者への信頼
感」、「ネットワークの多様性」、「自己
認識」、「将来のリスク」などの変化

【定量】事業開始前の場合は0 、類似の事
業を実施している場合はその数値
【定性】支援や相談できる人に繋がってお
らず、本人が自身ではどうすることもでき
ず、介入がなければ生活困窮や社会的孤立
のリスクが高い

【定量】 50人(世帯)と信頼関係を構築する
【定性】支援を受けることで、信頼できる
相談者を得られる。
言語や文化の差を埋めることができる支援
者とつながり、福祉や医療を活用すること
ができる。

2023年3月

(5)短期アウトカム(資金支援) 指標 初期値/初期状態 目標値/目標状態 目標達成時期
近畿圏において、経済的困窮のため精神疾患やDVにつながる
リスクがある家庭と子どもが、シェルターや福祉制度につな
がり、より安定した収入確保や心身の回復を通して、安心で
きる生活を送ることができる。

【定量】発見につながった人数
【定性】ターゲットの、「支援者への信頼
感」、「ネットワークの多様性」、「自己
認識」、「将来のリスク」などの変化

【定量】事業開始前の場合は0 、類似の事
業を実施している場合はその数値
【定性】支援や相談できる人に繋がってお
らず、本人が自身ではどうすることもでき
ず、介入がなければ精神疾患やDVにつな
がるリスクが高い

【定量】 50人(世帯)と信頼関係を構築する
【定性】支援を受けることで、信頼できる
相談者を得られる。
課題を1つずつ解決し、家族の今後の生活
や就労について考えることができる。家庭
の課題発生リスクが低減する。

2023年3月




















